
令和６年度 第１回碧南市総合教育会議 次第 

 

日時 令和６年５月２８日（火） 

午後１時～ 

場所 市役所４階 庁議室 

 

１ 開会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 議題 

(1) 第２期教育大綱の中間見直しについて     （資料１） 

(2) ブラジル人学校の誘致について     （資料２） 

(3) 意見交換 

 

４ その他 

 

５ 閉会 



 

令和６年度第１回碧南市総合教育会議出席者名簿 

 

№  部課名 役職名 氏 名 備 考 

１ 市  長   小池 友妃子  

２ 教育委員   岡本 明弘  

３ 教育委員   伊藤 正幸  

４ 教育委員   大村 幸  

５ 教育委員   榊原 京子  

６ 教 育 長   生田 弘幸  

７ 

碧南市 

(事務局) 

総務部 部長 山本 政裕  

８ 教育部 部長 山田 昌宏  

９ 経営企画課 課長 杉浦 英樹  

10 
経営企画課 

（庶務課） 
主幹 松野 盛高 庶務課長 

11 学校教育課 課長 森川 和浩  

12 経営企画課 課長補佐 杉浦 宏和 
政策推進係長 

事務取扱 

13 
経営企画課 

（庶務課） 

政策推進 

担当係長 
井上 貴光 庶務課庶務係長 
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議題２ ブラジル人学校の誘致について 

 

１ 経緯 

近年、本市の外国人人口が急激な増加をしている。学齢期（小１～中３）の子ども

のうち、市内公立学校に就学を希望する子どももいれば、民間経営の外国人学校を希

望する子どももおり、外国人の子どもに対する教育は民間教育施設と協調して行って

いる現状がある。 

そのような状況の中、田尻町でブラジル人学校を経営している学校法人倉橋学園伯

人学校イーエーエス（以下「ＥＡＳ」という。）から本市に対し、現在賃貸借してい

る建物の老朽化等により移転が必要となっており、近隣市を含め適地を探しているが

見つけることができずにいるという相談があった。 

本市としては、本市の教育において必要不可欠な施設であること、ブラジル人が増

加傾向にあること、ブラジル人学校には多文化共生の交流空間としての役割があるこ

となどから、ブラジル人学校の維持・拡充が必要であると考えており、市有地にブラ

ジル人学校を誘致する方針を決定した。 

（参考）ブラジル国籍児童生徒数（令和６年４月１日現在） 

  ブラジル国籍（人） 公立学校在籍（人） ＥＡＳ在籍（人） 

  男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 

小学１年相当 12 17 29 9 15 24 4 0 4 

小学２年相当 18 16 34 16 14 30 0 3 3 

小学３年相当 15 25 40 15 22 37 1 2 3 

小学４年相当 20 23 43 19 18 37 0 4 4 

小学５年相当 18 14 32 15 11 26 2 3 5 

小学６年相当 14 24 38 12 17 29 0 4 4 

小 計 97 119 216 86 97 183 7 16 23 

中学１年相当 20 15 35 17 12 29 1 2 3 

中学２年相当 13 20 33 9 15 24 2 2 4 

中学３年相当 18 18 36 15 13 28 2 4 6 

小 計 51 53 104 41 40 81 5 8 13 

合 計 148 172 320 127 137 264 12 24 36 

資料２ 
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２ ＥＡＳ碧南校の概要 

ＥＡＳは、碧南校を始め豊橋校、豊田校、鈴鹿校（三重県）、浜松校（静岡県）、

太田校（群馬県）の６校を運営している。いずれもブラジル教育省認可の学校であり

ブラジルの教育を受けたい子どもの受け皿になっている。 

(1) 所在地 

碧南市田尻町４丁目５３番地 １，２４４．９㎡（内駐車場２５２㎡） 

(2) 設立年月日 

平成１２年４月１９日 

(3) 認可種類 

各種学校（学校教育法第 134 条 平成２２年２月１日認可） 

(4) 建物 

鉄筋コンクリート造４階建 延べ面積１，１２８．１１㎡ 

(5) 運動場 

３７８㎡ 

(6) 通学者数（令和６年４月１日現在） 

教室名 通学者数（人） うち碧南市在住（人） 

幼年部（３歳～５歳） 10 3 

初等部（１年～５年） 54 25 

中等部（１年～４年） 72 22 

高等部（１年～３年） 114 31 

計 250 81 

  （参考）豊橋校（２３４人）、豊田校（２０５人） 

(7) 通学エリア 

碧南市、岡崎市、刈谷市、安城市、知立市、高浜市、西尾市、半田市、大府市、

常滑市、知多市、東浦町、知多郡武豊町、蒲郡市、名古屋市、豊明市 

(8) その他 

ア 碧南校を卒業した生徒の約７割は、日本で就職している。 

イ これまで、保育園、小学校の園児児童との交流、学校イベントでの地域住民と

の交流や元気ッスへきなんへの参加など多文化共生の取り組みが行われている。 
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３ ブラジル人学校の必要性 

本市は、在住外国人の割合が８．７７％（令和５年６月末現在）となっており県内

都市部で２位と非常に多く、その理由としては、中小企業等において貴重な労働力と

して雇用されているためである。そのなかでも在住外国人の多くを占めるブラジル人

の労働者はなくてはならない存在となっている。 

ブラジル人学校を維持・拡充することにより、子どもにブラジルの教育を受けさせ

たいブラジル人労働者の希望に沿うとともに多文化共生の交流空間として、また、更

なる定住促進が期待できる。 

 

４ 候補地 

(1) 所在地 

碧南市舟江町１丁目７１番１ほか（市街化調整区域） 

(2) 地目 

鉄道用地 

(3) 面積 

約 5,000 ㎡ 

(4) 売却予定価格 

未定 

(5) 選定理由 

候補地は、名鉄三河線廃線跡地を公園の目的で先行取得した市土地開発公社が保

有する用地であるが、現時点で整備する時期などについては未定となっている。ま

た、広大な用地であり、緑の基本計画の具体的な取り組みで示している碧南レール

パークと矢作川を結ぶ歩行者等の連続した導線の用地を確保しても、学校用地の確

保が可能である。 

教育施設としては、矢作川に隣接し自然豊かで静かな環境にあること、レールパ

ークにも近接していること、日進小学校などの公立学校が近くにあり学校間の交流

が可能であること、東部市民プラザ、南部市民プラザや臨海体育館などの運動施設、

藤井達吉現代美術館や海浜水族館などの教育施設が近くにあること及びふれんどバ

スのバス停も近く学校から碧南駅まで徒歩２０分圏内にあることから環境も良好で

ある。 
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一方で、市街化調整区域での開発や浸水想定区域であることなど課題もあるため、

課題が解消されることを前提に候補地として選定した。 

 

５ その他 

  候補地は、碧南レールパークと矢作川を結ぶ公園緑地に隣接する施設となることから、

ブラジル人学校を地域住民と交流を図ることができる地域社会に根差した交流空間と

して機能させることを目指す方針とする。また、浸水想定区域であることから２階を

想定浸水深より高くし、屋外階段から２４時間屋上避難できるようにするなどハード

面の対応及び避難計画などのソフト面での対応を求める。 

 

 


